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○タウンミーティング（Ｈ26.10.18）の質問・意見 ★は基本構想に係る意見 

№ 質問・意見 回答 

１ 
★ 

（千厩会場） 

・住民主体は賛成だが現実には難しい。一人ひとりが責任をも

って行政に参画しないといけないと常に思っている。そのため

には学ぶ必要がある。行政には学習の機会を設けてほしい。 

・合併後、10 年になるが行政として振り返ったか。計画の検証

をし、今後の計画を考えるべきである。行政としてどう向かっ

ていこうとしているかが見えない。行政の基本的な考えがわか

らないと意見が言えない。市民にも住民主体を求めるし、行政

も説明していくことが必要だと思う。 

・10 年の反省をどうつなげるかだが、目に見える実績と見えないも

のがある。例えば、合併前に抱えていた課題は、事業レベルで言え

ば、合併後のスケールメリットを生かして施設等をスピードアップ

して作ったことは数字が明らかである。（企画振興部長） 

・総括した際、合併前の課題と合併後のまちづくりの課題がある。

合併後は「一体感の醸成」に取り組んできた。事務的な違いを一つ

にしていいものとしない方がいいものを整理してきた 10 年であっ

た。その判断は市民がするものであり、今判断がつくものと今後判

断がつくものとある。（企画振興部長） 

・市が計画を策定するときは全体的には方向性があると思うが、具

体的な事業は協働で行うこととしており、具体的な事業についての

方向性をもっていないと思う。何でも行政主導で行う時代ではない

と思う。（審議会会長） 
２ （千厩会場） 

・公民館が市民センターになるようだが、今までもそのように

使ってきた。 

・協働推進計画が配付されたが、何のことかわからない人が多

いと思う。この計画は議会に諮っていないようだが、議会で決

定するべきではなかったか。これからの市政の進め方の大きな

ものであるので、重いものとすべきだった。どこで決定したの

かわからない計画になった。今後、策定の経過や計画の基本的

な中身を説明していくべきである。 

 

ご意見として承る。 
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№ 質問・意見 回答 

３ 
★ 

（千厩会場） 
・「郷土の宝物 地域資源を活用しよう」の考え方の部分であ

るが、特殊性があれば発信しなくても良いのではないか。宝は

発信するべきものと守っていくべきものがある。何でも発信す

るべきとは思わない。 

・活用の考え方は広く発信するものと大事に守る考えもある、考え

方の表現を変えたいと思う。（審議会会長） 

４ 
★ 

（千厩会場） 

・総合計画を策定したらいかに実現するかだと思う。住民主体

とあるが、自分に主体性を持ち、勉強しないといけない。住民

主体の文言は重い、一方で行政の役割が見えてこない。 

・始めは住民自治という言葉だったが、住民主体とした。どのよう

な解釈とするか今後検討したい。（審議会会長） 

５ 
★ 

（千厩会場） 
・住民主体ではなく官民一体ではどうか。 

・これからのまちづくりに学識経験者を置くスタンスを持って

いた方が良いと思う。 

・住民主体は、行政の責任逃れと受け取られないように説明の表現

を工夫する。（審議会会長） 

・例えば、ＩＬＣができるとすれば世界で例がないものである。そ

の場合、どのようなまちをデザインしていくか、シティマネージャ

ーを招き入れるというような方法もある。そのような意識をしてい

る。（企画振興部長） 

６ （千厩会場） 

・まちづくりの目標の部分に低炭素社会、循環型社会とあるが、

これからの時代に必ず必要なことである。ぜひ進めてほしい。

・ゲリラ豪雨等により川がすぐ増水するなど、防災、治水が重

要であるがどのように進めていくか。 

 

・安全に関しては、行政はハードの部分を継続して整備するなど、

安全を 100 パーセント目指して実施していく。（企画振興部長） 

・審議会でも安全・安心に議論があったところ。安全は基礎的要件

であり、安心は内心の問題である。両方違うニュアンスがあるため、

安全安心ではなく、安全・安心とした。 

（審議会会長） 

７ （千厩会場） 

・行政の縦割り組織がネックとなっている。私の自治会では、

平成 25 年７月の豪雨の際、災害対策本部を設置し被害をみん

ご意見として承る。 
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№ 質問・意見 回答 

なで調べたが、行政に対する被害報告は縦割りであり、それぞ

れ報告を求められた。（民生委員、農業委員など）せっかく自

主防災組織があり、そこに確認すれば全てわかることになって

いる。縦割りではない行政の体制を整備してほしい。 

・区長に防災マストのカギを預けられたが庁内で検討したの

か。誰に預けるのがベストなのか疑問がある。 

・協働について職員の認識がバラバラだと感じる。協働に対す

る勉強会を行政でもしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ （千厩会場） 

・自然エネルギーの活用の部分では、小水力発電などもある。

この地域に住んで恩恵を受けることができれば住みたいと思

ってもらえると思う。そのようなまちづくりをしてほしい。 

・防災の部分では安全な部分だけではなく、いろいろな切り口があ

ると思う。いろいろな切り口で展開できるような構想としたい。（企

画振興部長） 

９ 
★ 

（千厩会場） 
・内向きに市民が幸福を感じてもらえる考え方としているが、

外に対してのアピールはいらないか。 

・ＩＬＣの候補地になっているので外へのピーアールが必要だ

と思う。また、国際化などという文言を基本構想に入れたほう

が良いのではないか。 

・アンケート、ワークショップでは一関に住んでいたいという意見、

思いが多かったので市民の幸福を求める基本構想とした。外へのピ

ーアール不足があるかもしれないが、住み続けてもらうことにより

少子化の対策にもなる。（審議会会長） 

・ＩＬＣについては政府で検討している段階である。ＩＬＣを念頭

においたまちづくりは、基本計画の重点プロジェクトに入れている。

（企画振興部長） 
10 （千厩会場） 

・国際化に対応したまちづくりとしては、多文化共生であり、

迎え入れる私たちがどのように努力していくかであると思う。

ご意見として承る。 

11 （千厩会場） 

・防災ラジオがあるが、千厩で火事等があった場合も地域内だ

・消防で災害出場をした場合はＦＭあすもで放送している。（企画振

興部長） 
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№ 質問・意見 回答 

けでも良いので放送してほしい。 

・情報の伝達が一番大切だと思う。 

12 （千厩会場） 

・防災ラジオのスピーカーの別売りがあったらよいのではない

か。 

ご意見として承る。 

13 （東山会場） 

・基本構想案は良いと思う。 

・合併して 10 年、市民はまちづくりに関して無関心なのでは

ないか。市が頑張っていろいろな取り組みを行っているが、ア

ピールが足りない。市民に理解されていないのではないか。 

・それぞれの地域の特性を生かしたまちづくりをしてほしい。

金太郎飴のようではいけない。 

・地域で役割を担う人たちが高齢化し、人材育成が必要である

と思っている。40～50 代の方に何かやってもらうのはどうか。

例えば、一関は成人式の企画を自分たちで行う取り組みがあ

る。支所単位で集まったら何かできることもあるのではない

か。 

・ＰＴＡでは多くの方が参加する。ＰＴＡで関わった人がＰＴＡが

終わったあと、地域で活動するようになれば良いのではないか。（審

議会小岩委員） 

14 （東山会場） 

・ＰＴＡ活動は子どものためなので仕方ないと思っている人が

多いと思う。しかし、地域はそうはいかない。 

・市民センター化について、市民の理解を得ることが難しいと

思う。公民館はみんなが気軽に寄ってきてお茶のみをする場に

なれば良いと思う。気軽に行ける雰囲気づくりが必要である。

・企業誘致について、企業誘致した後の優遇策を充実した方が

ご意見として承る。 
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№ 質問・意見 回答 

良いと思う。 

・ＩＬＣが来たら地域がどうなるかと思っている。市内の小中

学生はＩＬＣにだいぶ興味を持っているようである。ＩＬＣを

基軸としたまちづくりに力を入れてほしい。 

15 
★ 

（一関会場） 

・将来像について、一関をどうしていきたいか、もっと大きな

考え方が必要ではないか。心を揺り動かすメッセージ、一関を

変えていく力になるような言葉にしてほしい。 

ご意見として承る。 

16 
★ 

（一関会場） 

・ワークショップで話し合ったことがまとめられて、ご苦労さ

れたと思う。感激した。 

・個人の前に団体があると思っている。助け合って行う、絆と

いったことを考え方に入れてほしい。市民憲章にもみんなでや

ろうという考え方がある。市民憲章とリンクすれば厚みのある

基本構想になると思う。 

ご意見として承る。 

17 （一関会場） 

・計画を策定するだけではなく、計画を市民で共有し、実現を

することが重要である。実現が難しいと思う。 

ご意見として承る。 

18 （一関会場） 

・案内文書が届いたので参加したが、この場で参加者はどうし

たら良いのか。 

・他会場ではどのような意見がでたか。 

・８月にワークショップを開催し、皆さんで集まって基本構想につ

いて考えていただいたものを参考にまとめた案の報告会として開催

した。（審議会会長） 

・他会場での意見を紹介（企画調整課長） 
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№ 質問・意見 回答 

19 （一関会場） 

・10 年間の計画であり、内向きの幸せを求める考え方でいいの

か疑問である。外向きの考え方も意識した方が良いのではない

か。 

・雇用について最重要課題だと思う。もう少しインパクトのあ

るものにしたほうが良いのではないか。 

・いろいろな社会活動をされている方が多いと思う。その社会

活動に訴えるものがあっても良いのではないか。 

・外に対する考え方は、ここに住んで良かったというものである。

住んでいる人が良かったと思えば外の人にもピーアールになるとい

う考え方である。（審議会会長） 

20 （一関会場） 

・雇用にからむところが薄いような気がする。子どもがいるが、

子どもが働くまでの教育が必要だと感じている。 

・小さなビジネスがまちに生まれるような活気がほしい。ビジ

ネスチャンスがあるようなまちが良い。 

・若い人がやりがい、生きがいが感じられるようなまちになれ

ば良い。 

ご意見として承る。 

21 （一関会場） 

・職場では、子どもを生んで復帰できない人がいる。安心して

子育てのできる環境を整備することに力を入れてほしい。安心

して子育てをすることができれば住む人は幸福になると思う。

・子育ての施策は基本計画の中で検討していく。 

22 （一関会場） 

・行政では、各種委員会や審議会などがあるが、縦割りのみで

動いていると思う。同じ人が委員になっていることが多いと思

うので連携して通知を出すなどしてほしい。 

 

ご意見として承る。 



7 
 

№ 質問・意見 回答 

23 （一関会場） 

・地域協働計画があるが、市職員、県職員、議員が自分の住ん

でいる地域づくりに参加するべきである。 

・地域づくりに参加する若い人が少ない問題だが、市職員のネ

ットワークを利用するのはどうか。先輩、後輩のつながりがあ

るのでそのつながりから地域づくりに積極的に参加してもら

える人を紹介するなどしてほしい。 

ご意見として承る。 

24 
★ 

（一関会場） 

・市民憲章を生かした基本構想にしてほしい。 

・この基本構想案について市長は見ているか。 

・ご意見として承る。 

・基本構想については、市長から４月に総合計画審議会に白紙諮問

をし、審議会から 12 月に答申をいただく予定としている。（企画振

興部長） 

・総合計画審議会には市長、両副市長に可能な限り出席してもらっ

ているので、内容については把握している。（審議会会長）  
25 

 
（一関会場・高校生） 

・８月に行ったワークショップは楽しかった。２日目のまとめ

は、夜間のため参加できなかったが参加したかった。 

・この基本構想案を見て、住民主体など誰もがまちづくりに参

加できるチャンスがみんなにあると感じた。具体的な機会を作

ってほしい。 

・ワークショップ、タウンミーティングに出席できたのは貴重

な機会だった。 

・次世代支援は具体的にどのようなことをするかを知りたいと

思った。 

・ＩＬＣについてよくわからなかった。高校生が理解を深めら

・11 月 22 日に文化センターでＩＬＣ講演会があるのでぜひ参加

してほしい。（企画調整課長） 
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№ 質問・意見 回答 

れるような機会を作ってほしい。 

・大人がまちづくりについて考え、真剣に議論しているところ

を見て感激した。 

26 （一関会場） 

・８月のワークショップは楽しく参加した。今日のタウンミー

ティングは一方的な説明会で重いと思う。ワークショップのよ

うに市民活動センターの方に協力をいただいて進めるなど、開

催方法を検討してほしい。参加しやすい雰囲気づくりを工夫し

てほしい。 

ご意見として承る。 
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○タウンミーティング（Ｈ26.10.25）の質問・意見  

№ 質問・意見 市回答 

１ （千厩会場） 

・藤沢で国際交流協会に携わっている。今までは市職員が事務

局で、事務を進めていたが、委託事業となり、協会で事務局も

行うこととなった。専門性もあり、事業を進めるのが難しいと

感じた。 

・石巻市役所職員が休暇を取得して地域づくりに関わっている

ことを知り、考えさせられた。 

 

・民間団体の事業について、市が積極的に関わっていくと壊してし

まうものがあるのではないか、という懸念がある。バランスが難し

いと思う。 

市として支援したいという思いはある。主体は民間、市は支援す

るというスタンスで取り組んでいる。 

合併前から取り組んでいる事業について、合併後、一関市全域に

したいという思いもあるが、今まで取り組んできた団体の意思もあ

るので、全て全域に広げるということでもないと思う。相談してい

ただければ市として、支援していく。 

・職員が地域づくりを担うということについて、地域で、自治会の

考え方に沿って人づくりをしていったらよいのではないか。 

・高齢化、人口減少で地域の担い手不足は深刻である。職員が職務

として地域づくりに参加している地方自治体もあるようだが、今後

検討しなければならない問題と認識している。 

２ （千厩会場） 

・合併後、他地域にも関心をもつようになってきている。今回

基本構想で地域の宝というキーワードがあるが、良さを見つけ

ていくのは良いことだと思う。少しずつであるが、一関市民と

して一体感は醸成されてきていると思う。 

・合併の理由の一つに財政のスケールメリットがあるが、効果

があったのか。 

・合併の効果として、交付税は 10 年、55 億円程割増して配分され

ている。但し、制度が続くのは来年度までで、その後、５年で割増

がなくなることとなっている。市の財政も厳しくなる。合併して借

金をしていろいろ事業を実施してきたが、次期総合計画は財政の裏

付けがある計画としたい。 

・合併して集中的な投資が可能となった。一例をあげると今年度、

上巻浄水場が完成し、川崎地域で取水し、千厩地域で利用されてい

る。事業費は 33 億円程である。 
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№ 質問・意見 市回答 

・合併したことでなすやピーマンは全国有数の産地になり、取引し

やすくなった。 

・企業誘致では優遇措置を統一して進めることができ、メリットが

あった。 

・防火水槽や車両等地域に差がでない整備をした。 

３ （千厩会場） 

・市長が地域のいろいろな行事に出席していることで、市長に

直接会うことができたり、話ができたりする雰囲気がとても良

いと思う。 

 

４ （千厩会場） 

・地域医療の問題で医師不足があるが、千厩地域と花泉地域は

どのような見通しか。  

・医師不足と診療科の偏在の問題であるが、県へ要望している。 

また、なり手が少なく、全体的にも足りない状況であるので、な

んとかまわせる状況にしたい。市独自で医師の奨学金の制度もある。 

来年度、県の医療計画の変更があるので、両磐全体の医療圏問題

を考えていきたい。 

５ （一関会場） 

・まちづくりの目標が分野別になっているが、分野を横断する

ものもあると思うので、分野別に分けないほうがよいと思う。

ワークショップでは、市役所は縦割り行政でそれが弊害になっ

ているという話もでた。 

・分野を横断するような課題、人口減少、高齢化、ＩＬＣ、震災復

興は基本計画で横断的に扱う予定としている。 

６ （一関会場） 

・高齢化であるが、元気な高齢者も多い。フルで働く以外で、

今後、いろいろな働く形があると思う。それはどこに入ってい

るか。  

・「地域資源」の中に産業の分野があるが、生業としての産業という

括りなので、産業振興の中に反映させたい。 

・高齢化社会で、元気で働ける高齢者が増える。社会を支えてもら

うことが必要だと思う。働き方も変わってくると思う。働き方や雇

い方も考えていかなければならない。 
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№ 質問・意見 市回答 

 

７ （一関会場） 

・総合計画のワークショップのほかに協働のワークショップに

も参加した。 

 「住民主体」とあるが、どの時点で市民に説明するのか。歴

史の小道の話し合いに参加したが、動かせないような状況だと

感じた。 

・歴史の小道の事業はスタート時点から区長さんと具体的に協議し

ながら進めていった経緯がある。まちづくりを考えている方から意

見がでてきたので、繰り返し検討することとなり、また検討をスタ

ートした。意見を聞くタイミングとしては、スタート時点から入っ

てもらうこととしている。 

８ ・パブリックコメントを実施しているようだが、何件きている

のか。 

・２人から５件である。 

９ （一関会場） 

・公民館ごとに地域協働体をつくる取り組みを行っているが、

例えば一関公民館は範囲が広く、地域の特性も異なる。都市部

と農村部では地域課題も異なってくる。また、単純に民区でま

とまるとなると長続きしないおそれもあると思う。  

・基本的には公民館単位での結成だが、ある程度の分館単位も想定

している。地域課題が共通しているところで地域協働体をつくって

ほしい。 

 しかし、今後、地域協働体の結成が進まない場合の対応も検討し

ていきたい。 
10 （一関会場） 

・20 代前の人口が最も減少している。ワークショップでも一度

一関を離れても戻ってくるようなまちにしたいという話が多

かった。若い人が魅力を感じるまちづくりをしてほしい。 

 

・総合計画策定アンケートでも働く場と娯楽施設の希望が多かった。 

・農業も農家の後継者不足で厳しい状況。優良事例をどんどんだし

て若い人に魅力を発信していきたい。 

 新規就農者への市の独自制度もある。 

・新卒者は就職率 100 パーセントを３年達成した。うち、管内就職

は５割。 

 但し、高卒者の離職率は県平均 41 パーセントほどであり、課題で

ある。 

・基本構想素案にあるようにふるさとを愛する気持ちを育てること

が戻ってくるきっかけとなると思う。小学校では総合学習で地域の
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お宝を発見するというテーマで学習を行っている。そのような場が

大切だと思っている。 

11 （一関会場） 

・地域内の良いところを発見し、他地域と共有することによっ

て市全体の共有が図ることができるのではないか。地域コミュ

ニティについて、子どもたちにわかるように教える必要がある

と思っている。核家族が多くなっているので、世代間交流が必

要だと感じる。 

・地域や民区の運動会に参加することで地域コミュニティを知るこ

とができると思う。子どもが体験することが一番わかりやすい。言

葉で説明するのではなく、大人も地域の行事に参加する姿を子ども

に見せることでわかってくるのではないか。 

家族で地域の話題がでることにより、大人が考えていることを子

どもも知ることができると思う。家族で地域の話ができる環境を増

やすことが地域コミュニティを伝えるためによいと思う。 

 世代間交流は１回、２回では伝わらない。地域で子どもを見守り、

日頃から交流することが大切だと思う。 

 

12 （一関会場） 

・外へ出た人へのアプローチを入れてほしい。一関出身者、一

関を大切に思ってくれる人が一関のまちづくりに関われるよ

うなしくみとしてほしい。 

・具体的な事業の中で検討をしていきたい。 

 
 


